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けて須藤は、奥三河を自分のフィールドとして花祭に深く関わってゆく。
昭和56（1981）年、宮本常一は73歳で亡くなる。研究所はその後 8 年間存続するが、須
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昭和 4 年に渋沢敬三が花祭を訪れてから14年後の昭和18年に宮本常一が同地を訪ね、さ
らに20年後の昭和38年に須藤功は東栄町・月の花祭を見る。そして、19年後、昭和57年に
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